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見
事
な
ジ
ャ

ン
プ
を
見
せ
て
く

れ
る
金
木
南
中
学
校
ス
ギ

ー
部
c
 

過
去
に
県
中
学
校
ス

ギ
ー
大
会

で
、
ア
ル
ペ
ン
や
ク

ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
な
ど

の
各
競
技
が
あ
る
中
、
 

ジ
ャ
ン
ブ
陣
の
活
躍
だ
け
で
総
A
ロ

優
勝
を
飾
っ
た
り
、
ま
た
全
国
大

会
で
、
個
人
優
勝
を
含
め
ベ
ス
ト

テ
ン
に
四
人
が

一
挙
に
入
る
な
ど
、
 

ジ
ャ
ン
プ
部
門
に
は
伝
統
的
な
強

さ
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
 

い
つ
し
か
部
員
た
ち
を
関
係
者

は
ク
南
中
飛
行
隊
カ
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

今
シ
ー
ズ

ン
も
現
役
部
員
、
0
 

B
た
ち
が
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し

た
。
先
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事

な
ジ
ャ

ン
プ
を
見
せ
て
く
れ
た
古

川
純

一
選
手
は
、
そ
の
中

の
一
人

で
し
た
。
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冬
季

オ
リ
ピ
ッ

ク
 

ニ
大
会

連
続

出

場
 

冬
季
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
リ
レ
ハ

ン
メ
ル
大
会

（
ノ
ル
ウ
ェ

ー
）
に

続
き
、
長
野
大
会
代
表
に
選
ば
れ

ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合
個
人
戦
に
一
一

大
会
連
続
出
場
を
果
た
し
た
古
川

純
一
選
手

（
喜良
市
出
身
、
リ
ク

ル
ー
ト
勤
務
）
。そ
の
道
の
リ
は
険

し
く
、
苦
闘

の
連
続
で
し
た
。
 

前
大
会
後
、

成
績
が
振
る
わ
ず

今
シ
ー
ズ

ン
は
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ

の
メ
ン
バ

ー
か
ら
も
外
れ

て
い
ま

し
た
。
 一
月
六
日
、
遠
征
先
の
ド

イ
ツ
で
知
っ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代

表
メ
ン
バ
ー
で
も
六
人
枠
の
最
後

に
名
前
を
連
ね
、
紙
一
重
で

つ
か

ん
だ
切
符
で
し
た
。
 

出
場
枠
は
四
人
。
本
大
会
ま
で

の
間
「
出
場
は
微
妙
」
 
と
の雑
念

の
中
、
持
ち
味
の
ジ
ャ

ン
プ
に
更

に
研
き
を
か
け
る
た
め
黙
々
と
練

習
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。
一
一

月
五
日

に
帰
国
し
、
そ
の
ま
ま
長

野
県
白
馬

へ
入
村
。
 
「
日
本
で

の

開
催
で
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
出

場
し
た
か
っ
た
」
と
古
川
選
手
。
 
 練

習
で
調
子
も
ぐ
ん
ぐ
ん
上
向
き

に
な
り
最
後

の
ジ
ャ

ン
プ
公
式
練

習
後

（
士
一
日
）
出
場
メ
ン
バ

ー
 

発
表
。
萩
原
兄
弟
、
森
選
手
の
名

前
を
呼
ぶ
コ
ー
チ
陣
、
半
信
半
疑

で
待
っ
て
い
た
四
番
目
に
呼
ん
だ

名
前
ー
『
古
川
純

一
』
。
 

「
選
ば
れ
な
か
っ
た
選
手
に
悪
い

と
思
っ
た
が
、
そ
の
分
も
頑
張
る

し
か
な
い
」
と
そ
の
時
、
心
に
誓

っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

こ
の
日

は
古
川
選
手

の
二
十
六
回
目
の
誕

生
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

複
合
前
半
の
ジ
ャ

ン
プ
競
技
前
 

（
十
三
日
）
、
日
本
応
援
団
の
大

観
衆
が
 
「ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
 

純

一
」
 
とエ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ

て
大
感
激
。

現
地
に
は
、

い
つ
も

見
守
り
続
け
て
応
援
し

て
く
れ
る

両
親
が
、
高
校
時
代
（
大
鰐
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
以
来
、

十
年
ぶ
り
に

姿
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
 

一
本
目
8
7m
で
頭
に
描
い
て
い

た
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
ジ
ャ

ン
プ
。
 

こ
の
四
年
間
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
う
重
圧
と
戦
い
、

必
死
に
練
習

に
取
り
組
ん
で

つ
か
ん
だ
切
符
。
 

様
々
な
思
い
を
込
め
て
飛
ん
だ
】
一

本
目
、
向
か
い
風

を
と
ら
え
自
ら
 

「完
壁
だ
っ

た
」
 
と
いう
よ
う
に
 

K
点
を
越
え

る
9
1m
の
大
ジ
ャ

ン
 
 プ

で
4
位
と
大
健
闘
。

翌
日
の
距

離
は
、
雨
が
降
る
悪
条
件

の
中
、
 

前
半
か
ら
飛
ば
し
た
も
の
の
外
国

勢
の
追
い
上
げ
に
あ
い
、
後
半
順

位
を
下
げ
て
結
果
は

2
3位
で
し
た
。
 

団
体
メ
ン
バ
ー
入
り
が
確
実
視
さ

れ
て
い
た
矢
先
、
公
式
練
習
で
転

倒
し
右
手
中
指
を
負
傷
。
 
「
ケ
ガ

を
し
た
時
は
泣
き
た
か
っ
た
」
 
が
、
 

「
ほ
か
の
選
手
に
暗
い
顔
は
見

せ

ら
れ
な
い
」
と
笑
顔
で

明
る
く
振

る
舞
い
 
「自
分
の
分
も
頑
張
っ

て

く
れ
」
 
と応
援
し
た
そ
う
で
す
。
 

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
、
ケ
ガ
を
お

し
て
出
場
し
た
岩
手
県
で

の
『
銀

河
国
体
』
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

で
得
た
自
信
と
経
験
が
発
揮
さ
れ
、
 

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
 

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
終
え
て
プ
レ

ッ
シ
ャ

ー
か
ら
解
放
さ
れ
 
「今
は

先
の

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。

時

間
が
経

て
ば
血
が
騒
い
で
く
る
か

も
」
と
心
境
を
語
っ

て
く
れ
ま
し

た
。
 
「
僕
も
ご
く
普
通
の
選
手
だ

っ
た
。
努
力
す
れ
ば

誰
で
も
可
能

性

（
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
）
が
あ

る
と
思
う
。
た
だ
練
習
す
る
の
で

は
な
く
、
強

い
選
手
の

フ
ォ

ー
ム

と
か
を
見
て
工
夫
の
あ

る
練
習
を

し
て
ほ
し

い
」
 
と
後
輩
た
ちに
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

(
 

(
 



二
月
二
十
三
日
、
金
木
南
中
学

校
（
校
長
廿
小
笠
原

勲
）
の

ス
キ
 

ー
部
員
が
役
場
を
訪
れ
、
鳴
海
町

長
、
成
田
教
育
長

に
県
中
学
校
ス

ギ
ー
大
会
や
東
北
中
学
校
ス
キ

ー
 

大
会
、
全
国
中
学
校
ス
ギ

ー
大
会

で
の
戦
績
報
告
を
し

ま
し
た
。
 

同
校
の
ス
ギ

ー
部
員
は
現
在
六

名
で
、
全
員
が
純
飛
躍
と
複
合
競

技
の
選
手
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
、
棟

方
俊
也
選
手

（
三
年
）
が
純
飛
躍

で
県
大
会
、
東
北
大
会
で
優
勝
。
 

!
 
 

複
合
で
も
そ
れ
ぞ
れ
三
位
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
今
貴
洋
選

手

（
三
年
）
も
純
飛
躍
で
県
大
会
、
 

東
北
大
会
で

入
賞
 
ま
た
、
棟
方

選
手
は
全
国
大
会
で
も
純
飛
躍
で

五
位
入
賞
す
る
な
ど
、

そ
の
活
躍

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
日
、
小
笠
原
校
長
と
神
島

敬
一
監
督
、
棟
方
、
今
両
選
手
の

ほ
か
木
立
匡
俊
（
三
年
）
、
佐
藤

剛
大

（
二
年
）
、
高
橋
信
太
郎
、
 

今
悠
大

（
一
年
）
の
各
選
手
が
そ

れ
ぞ
れ
の
活
躍
を
報
告
す
る
と
、
 

鳴
海
町
長
が
 
「苦
し
く
辛
い

こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
 
と健
闘
を

た
た
え
、
 

成
田
教
育
長
も
「

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

で
活
躍
し
た
古
川
純

一
選
手
を
追

い
抜
く
よ
う
に
」
 
と
激励
し
て
い

ま
し
た
。
 

卒
業
す
る
三
人

は
、
進
学
後
も

ス
ギ

ー
競
技
を
続
け
る
予
定
で

第

二
、
第
三
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
目
指
し
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。
 

)
 

広報かなぎ川H川mm……・ 

   

     

  

先輩たちも大活躍 

 

沢 田 匡 希選手（東奥義塾 2年） 

第 50 回青森県高校スギー大会、複合個人

優勝。大学生、社会人ら実力者が参加する県

スギー選手権大会（全日本選手権・国体予選） 

でも、並み居る強豪を退け見事優勝。 

県大会がピーク時でその後、風邪で体調を

崩したままインターハイ、国体に出場。 「レ

ベルの高さを思い知らされた」 が、 「結果に

は満足している」。 『古川二世』 とささやか

れ、今後の活躍が楽しみです。 

鳴 海 忠 幸選手（金木町役場） 

1月に行われた、県スギー選手権大会（全

日本選手権・国体予選）純飛躍で、 2 年ぶり

通算 5 回目の優勝。古川選手は 2年先輩にあ

たり、学生時代（南中一東義一近大）、同じ

道を歩み、常に目標であり、尊敬する先輩。 

「今大会は練習不足であったが、体が覚え

ていてくれた。オリンピックは無理なので× 

国体出場を目指しこれからも頑張りたい」 と

抱負を語ってくれました。 

(
 

 
ー
先
輩
た
ち
に
続
け

ー
 

南
中
ス
キ
ー
部
員
が
戦
績
報
告
 

南中飛行隊の選手たち 



平成9年度金木町スポーツ賞 43人・2団体 
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氏名・団体名 学校名（所属） 主 な 記 録 

野 ~・ 怜 金木小学校 1年 
第 4 回青森県小中学校相撲大会 
兼米塚杯争奪相撲中里大会 

1年の部個人第 1位 

竹 内 克 明 " 5 年 
第13回全国小学生陸上競技交流
大会青森県代表選考会 

5 年 lOOnl 	第 1位 

飯 塚 緑 嘉瀬小学校 5年 
恥 J TBCUP青森県ジュニア 
アルペン大会 

大回転 5年の部 第1位 

津 田 洋 輔 " 6 年 
第27回青森県学童泳力テスト大 
会 	50 in背泳ぎ 第1位 

野
西
呂
上

海
太
司
悟

大
恭
卓
捌

小
葛
野

三
  

”
 
刀
 
刀
 
”
  

6
6
6
6
  

年
年
年

年
 

第 4 回県下小中学校相撲中里大 
会 	 団体 第1位 

新 岡 秀 ― 金木中学校 1年 
第48回青森県中学校体育大会 
相撲個人戦1年の部 第1位 

中 村 陽 仁 2 年 
第27回全国中学校相撲選手権大 
会 	 個人戦 第 2 位 

棟 方 俊 也 金木南中学校 3年 
第35回全国中学校スギー大会 
スペシャルジャンプ 第 5 位 

今 貴 洋 3年 
第34回東北中学校スキ一競技大
会スペシャルジャンプ 第 8 位 

米 谷 明 修 金木高校 2 年 
青森県高校ウエイ トリフテイン
グ競技新人大会 83kg級第1位 

斉 藤 昌 栄 3年 
国民体育大会青森県大会（代表 
選考会）ボウリング競技 

少年の部 第 1位 

洋 田 雅 彦 II 3年 
青森県高校総体ウエイトリフテ 
イング競技 	83kg級 第1位 

木 田 隆 紀 3 年 
青森県高校ウエイ トリフテイン
グ競技春季大会＋99kg級第 1位 

原 田 綾 子 3 年 
東北高等学校陸上競技選手権大 
会 	 槍投げ 第 6 位 

増 田 匡 紀 
五所川原農林高校 

2年 
第43回全国高等学校相撲東西対 
抗大会 	 個人 第 3 位 

小 松 大 也 " 2 年 
第11回全国選抜高校相撲弘前大 
会 	 団体優勝 

鎌
工
松
松
大
斎
平

田
藤
川
川
橋
藤

川

輔
嗣
史
史

太
学
太

祐
晃
明
和
高
 
健
  

" 
11 
II 
II 
11 
ii 

1年 
1年 
l年 
l年 
l年 
2年 
2年 

平成 9 年度 
青森県ソフトボール競技秋季大 
会 	 優勝 

氏名・団体名 学校名（所属） 主 な 記 録 

小山内 	豪 
五所川原農林高校 

3 年 
平成 9年度青森県ソフトボ―ル 
競技春季大会 	 優勝 

奥 寺 悠 梨 
五所川原商業高校 

2年 

平成 9年度青森県高等学校ソフ 
トボ一ル新人大会兼第16回全国 
高等学校女子ソフトボール選抜 
大会青森県子選会 	優勝 

千
樹
ひ
 
恵
 

か
 
子
里
る
恵
 

川
田
橋

田

白
鎌
大
深
  

I' 	2年 
3年 
3年 

II 	3年 

平成 9年度青森県高等学校ソフ 
トボール春季選手権大会 

優勝 

白 川 大 貴

小 林 英 稔 

五所川原第ー高校 
1年 

ii 	2年 

青森県高体連少林寺拳法新人大 
会 	男子団体演武の部 優勝 

泉 谷 圭 吾 3年 
第24回全国高等学校少林寺拳法
大会 男子団体演武の部第 2 位

男子初段組演武の部第 2 位 

前 田 祥 子 青森中央高校 3 年 
第50回青森県高等学校総合体育
大会 バレーボール競技 優勝 

沢 田 匡 希 東奥義塾高校 2年 
青森県スギー選手権 

複合、純飛躍 優勝 

福 山 和 人 金木町体育協会 
第52回青森県民体育大会町の部
ウエイ トリフテイング競技 

108kg級 	第1位 

鳴 海 忠 幸 金木町役場 
第53回国民体育大会冬季大会 
スキ一競技会青森県予選第 1位 

古 川 純 ー リクルート 
第18回冬季オリンピック長野大 
会ノルデイックスキー複合 

個人第23位 

工 藤 勇 蔵 金木町体育協会 
第11回青森マスターズ陸上競技
選手権大会 M65 1500m 第 1位 

伊 藤 一 弘 津軽信用金庫 
金木町駅伝チ一ムコ一チ（指導者） 
長年にわたリ金木町駅伝チーム
のコーチとして貢献した。 

金 本 敬 夫 
金木柔道スポ一、ソ
少年団 

金木柔道スポーッ少年団（指導者） 
金木柔道スポ一ッ少年団の指導
を昭和62年～現在まで指導し、 
長年少年柔道の育成に努力した。 

社会福祉法人 
金木町社会福祉
協議会 

（普及水準の向上〕 
ゲートボ一ル、グラウンドゴル
フ競技へのスポ一ッ水準の向上
を図る。 

金木柔道 
スポーッ少年団 

（普及水準の向上） 	全国スポ 
ーッ少年団に昭和41年に加入し
て現在までに数百人の柔道少年
を送リ出し、父兄と共に少年の
防犯、健全育成に努カした。 



ーみどりのおばさん紹介～ 

新1年生のみなさん 

よろしくねノ 

＼
 

通
称
、
 
「
み
ど

リ
の

お
ば

さ
ん

」
と

呼
ば

れ

て

い
る
婦
／
 

人
交
通
整

理
員
。

日
ご

ろ
か
ら
、

児
童
・

生
徒
の
事

故
防
 

止

の
た

め
登
校
時
、

下
校

時

に
交

通
量

の
多

い
箇
所

に
立
 

ち
、

子
供

た
ち

の
安
全

確
保

に
努
め
て
い

ま
す
。
 

間
も
な

く
四

月
。

新

一
年
生

に
な

る
子
供

た
ち
が

一
人
 

で
学
校

ま
で

行
き
、

帰
っ

て
こ
れ

る
か
心
配
し

て
い
る

お
 

父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
も

い
る
と
思
い

ま
す
。
 

子
供

た
ち
を

通
学
路

に
お
い

て
交
通
事
路

か
ら

守
っ

て
 

／

×
れ
る
、
み
ど
リ
の
お
ば
さ
ん
方
の
声
を

お
届
け
し

ま
す
。
＼
 

広報かなぎ川川I11111 

今
年
で
三
十

一
年
目
を
迎
え
る

大
ベ
テ
ラ
ン
。
 

「
入
学
前
に
通
学
路
を
子
供
と

一
緒
に
歩
い
て
、
親
の
目
で
危
険

箇
所
を
確
認
し

て
お
い
て
ほ
し

い
。
 

横
断
す
る
と
き
は
、
走
ら
な
い
よ

っ
に
ね
ー
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

「止
ま
る
こ
と
が

基
本
。
交
通

量
の
激
し

い
場
所
で
は
、
と
に
か

く
止
ま
る
癖
を

つ
け
る
こ
と
。

ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の

シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
は
、
か
な
り
い
い
で
す

よ
」
と
小
野
さ
ん
。
今
年
で
二
十

五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
 

体
調
を
考
え
、
運
動
を
兼
ね
て

今
の
仕
事
に
就
い
て
今
年
で
二
十

九
年
目
。
 

「忘
れ
物
な
ど

を
す
る
と
気
を

取
ら
れ
、
車
な
ど

に
気
を

つ
け
な

く
な
る
。
前
の
日
に
準
備
を
し

て
、
 

元
気
に
毎
日
学
校
へ
来
る
よ
う
に
」
 

と
、
今
日
も

一
人
ひ
と
リ
の
子
供

に
「
必
ず
止
ま
っ
て
」
 
と一
声
掛

け
て
い
ま
し
た
0
 

谷
マ
 
ツ
さ
ん
 

（
蒔
田
地
区
）
 

泉
 

「道
路
を
渡
る
と
き
は
必
ず
止

ま
っ
て
く
れ
る
し
、
昔
の
子
供
た

ち
と
は
そ
ん
な

に
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
よ
」
 
と
子
供た
ち
を
見
続
け

て
二
十
八
年
目
。
 

「
学
校
へ
行
っ

て
も
今
ま
で
通

り
、
元
気
良
く
し
て
ほ
し

い
」
 
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

「
孫
が

一
年
生
の
時
、
と
り
あ

え
ず
卒
業
す
る
ま
で
ー
と
思
い

始

め
た
が
、
子
供
た
ち
が
可
愛
い

の

で
続
け
て
い
る
」
と
今
年
で
七
年

目
。
 「低

学
年
に
限
っ

て
帰
宅
途
中
、
 

遊
ん
で
い
る
子
供
が

い
る
の
で
早

く
帰
る
よ
う
に
」
と
話
し

て
い
ま

し
た
。
 

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
よ
り
、
お

姉
さ
ん
ー
と
い

う
感
じ

の
大
橋
さ

ん
は
今
年
四
年
目
。
 

「
子
供
は
視
界
が
狭
い
の
で
、
 

大
人
の
考
え
よ
り
行
動
範
囲
と
か

視
野
を
子
供
の
目
線
で
。
ま
た
、
 

雪
解
け
と
と
も

に
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
車
が
多

い
の
で
、
加
減
し

て
く

だ
さ
い
」
 
と
話し
て
い
ま
し
た
。
 

石戸谷良子さん 
（金木地区） 

小野敬子さん 
（金木地区） 

沢田スゲさん 
（嘉瀬地区） 

其田幸枝さん 
（川倉地区） 

大橋理奈子さん 
（喜」ユ市地区） 



玖
 

ス
「
、
 

I

験
 

欝 

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
世
帯
に

短
期
保
険
証
を
交
付
ク
 

医
療
受
給
者
証
（
老人
）
の
 

有
効
期
間
が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

万
一
の
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に

経
済
的
に
心
配
な
く
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に

応
じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
お
互

い
の
生
活
上
の
困
難
を
助
け
合
お

う
と
い
う
目
的

か
ら
生
ま
れ
た
 

「健
康
保
険
」
と
い
う
制
度
を
正

し
く
推
進
す
る
た
め
に
、
町
で
は

今
年
か
ら
保
険
税
が
未
納
に
な
っ

て
い
る
滞
納
世
帯
に
対
し
、
期
限

つ
き
の
短
期
保
険
証

（
三
か月
ご

と
に
更
新
す
る
保
険
証
）
を
交
付

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
国
保
加

入
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
保
険
税
を
納
付
し
た
、
 

二
割
軽
減
 

「申
請
」
が
必
要
 

所
得
が
少
な
い
世
帯
は
、
そ
の

所
得
に
応
じ
て
、
保
険
税
が
七
割
、
 

五
割
、
二
割
と
、
段
階
的
に
軽
減

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
な
か
の
二
割

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
か
ら
、
六
月
上
旬
に
税
務
課

か
ら
申
請
の
通
知
が
届
き
ま
し
た

ら
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で
に

申
請
を
し
な
け
れ
ば
こ
の
二
割
軽

減
の
制
度
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
 
 

／
く
て
も
、
都
合
に
よ
り
ど
う
し

て
も
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

い
方
は
、
分
割
納
付
と
い
う
方
法

も
あ
リ
ま
す
の
で
税
務
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
滞
納
し
て

い
た
保
険
税
を
全
部
納
め
た
り
、
 

滞
納
し
て
い
た
保
険
税
の
大
部
分

を
納
め
た
時
、
あ
る
い
は
特
別
の

事
情
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
改

め
て
一
年
間
使
用
で
き
る
保
険
証

を
交
付
し
ま
す
。
 

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
国
保
で

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
本
来
そ
の
費

用
は
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の

な
の
で
、
国
保
は
一
時
立
替
え
を

す
る
だ
け
で
、
あ
と
で
国
保
が
加

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
 

す
。
 

国
保
に
届
け
出
を
 

交
通
小
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

警
察
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
国

保
に
も
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
、
 

担
当
窓
ロ
に
 
「第
三
者
の
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
 

示
談
は

慎
重
に
 

牛
成
九
年
八
月
一
日
付
け
で
老

人
の
医
療
受
給
者
証
を

一
斉
更
新

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
有
効
期
間

の
切
れ
た
古
い
受
給
者
証
を
持
っ

て
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
の
で
、
 

役
場
健
康
管
理
課
（
保
健
セ
ン
タ
 

ー
）
で
お
取
換
く
だ
さ
い
。
 

	I'll川川川広報かなき ⑥ 

国 保 

ホットライン 

交
通
事

故
で

ケ
ガ
を
し

た
ら
 

す
で
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

加
害
者
と
の
示
談
が
成
立
す
る
 
け
取
っ
て
い
る
と
き
は
、
国
保
を

と
、
示
談
の
内
容
が
優
先
さ
れ
、
 
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
示
談

国
保
か
ら
加
害
者
に
請
求
で
き
な
 
の
前
に
必
ず
国
保
に
届
け
出
を
す

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

(
 


